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青
少
年
を
非
行
か
ら
守
0
1
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

皿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
…
…
…
万
作
。
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
。
…
…
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明
る
い
環
境
づ
く
り
を
推
進

青
少
年
健
全
育
成
町
民
の
つ
ど
い
開
催

　
次
代
を
担
う
青
少
年
が
心
身
と
も
に
健
や
か
に
成
長
す
る
こ
と
は
、
わ

た
し
た
ち
大
人
に
と
っ
て
最
大
の
願
い
で
す
。

　
そ
の
願
い
を
込
め
て
、
青
少
年
健
全
育
成
町
民
の
つ
ど
い
ガ
フ
月
３
日
、

壬
生
中
央
公
民
館
で
、
多
数
の
町
民
が
参
加
し
て
盛
大
に
開
か
れ
ま
し
た
。

青
少
年
健
全
育
成
町
民
の
つ
ど
い
の
様
子

　
最
近
の
少
年
非
行
は
、
ゆ
る
や
か

な
減
少
傾
向
に
あ
る
と
は
い
え
、
依

然
と
し
て
、
主
要
刑
法
犯
検
挙
人
員

の
半
数
以
上
を
少
年
が
占
め
る
状
況

が
続
い
て
お
り
、
ま
た
、
１
４
歳
か
ら

１
６
歳
ま
で
の
低
年
齢
層
の
少
年
や
経

済
的
に
も
不
自
由
の
な
い
ご
く
普
通

の
家
庭
の
少
年
に
よ
る
非
行
の
占
め

る
割
合
が
高
い
と
い
う
憂
慮
す
べ
き

状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
は
、
享
楽
的
風
潮

や
有
害
図
書
の
は
ん
濫
、
地
域
社
会

に
お
け
る
人
間
関
係
の
希
蒋
化
な
ど
、

青
少
年
を
め
ぐ
る
環
境
の
悪
化
に
よ

る
と
こ
ろ
が
少
な
く
な
い
と
思
い
ま

す
。

　
こ
の
っ
と
い
は
、
こ
れ
ら
に
対
処

す
る
た
め
、
次
の
こ
と
を
実
践
す
る

こ
と
を
宣
言
し
、
町
民
運
動
の
推
進

を
図
る
う
と
い
う
も
の
で
す
。

W

几
妬
。
ぷ
ふ
ぶ
’
尽
‘
『
。
、
’
、
、
　
　
　
　
ｘ
　
％
％
％
％
く
％
％
♂

⑤
大
』
會
喩
ｓ
毘

１
　
一
ケ
恪
に
、
深
い
愛
情
と
厳
し
さ

を
も
っ
て
接
し
、
相
互
の
信
頼
感
を

は
ぐ
く
み
、
過
保
護
、
過
干
渉
、
放

任
に
陥
る
こ
と
な
く
子
供
の
忍
耐
力

と
克
己
心
を
培
い
ま
す
。

２
　
あ
い
さ
つ
し
ま
し
ょ
う
運
動
、

他
人
の
子
供
も
し
か
れ
る
運
動
を
進

め
、
地
域
社
会
の
中
に
、
ど
の
子
供

に
も
目
を
向
け
る
姿
勢
と
連
帯
の
意

識
を
育
て
ま
す
。

３
、
青
少
年
に
と
っ
て
望
ま
し
い
生

活
環
境
を
つ
く
る
た
め
、
テ
レ
ク
ラ
、

有
害
ビ
デ
オ
、
ビ
二
本
自
販
機
な
ど

の
有
害
環
境
の
浄
化
に
地
域
ぐ
る
み

で
取
り
組
み
ま
す
。

４
　
暴
走
族
を
追
放
す
る
た
め
、
地

域
ぐ
る
み
の
運
動
を
進
め
ま
す
。

　
こ
の
‥
‥
‥
は
、
ハ
木
良
之
実
施
委
員

長
を
け
じ
め
、
関
係
機
関
団
体
代
表

の
清
水
町
長
並
び
に
天
谷
栃
木
警
察

署
長
の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
中
学
生
・

高
校
生
∴
般
の
４
人
の
青
少
年
健

介
育
成
主
張
発
表
及
び
橋
詰
入
貧
者

の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

○
一
　
般
　
　
　
　
　
小
林
和
歌
子

　
　
「
海
の
向
こ
う
側
」

○
壬
生
高
３
年
　
　
　
飯
塚
麻
衣
子

　
　
「
友
」

○
壬
生
中
３
年
　
　
　
伊
潭
　
敏
活

　
「
部
活
動
を
通
し
て
学
ん
だ
こ
と
」

○
南
犬
飼
中
３
年
　
　
粒
良
　
知
加

　
　
「
自
分
の
主
張
と
個
性
」

主
張
発
表
を
行
う

　
　
小
林
和
歌
子
さ
ん

　
　
　
　
　
）

主
張
発
表
者
と

　
標
語
入
貧
者
の
み
な
さ
ん

■
址
優
秀
　
壬
生
中
　
荒
川
　
智
美

　
『
ふ
れ
あ
い
が
　
あ
ふ
れ
る
家
族
に

　
非
行
な
し
』

■
優
　
秀
南
犬
飼
中
越
塚
美
智
子

　
『
強
い
意
志
　
自
分
で
開
く

　
自
分
の
未
来
』

■
優
秀
賞
　
壬
生
中
　
清
水
　
淳
子

　
『
少
年
の
　
非
行
を
防
ぐ

　
良
い
環
境
』

■
住
　
作
（
氏
名
の
み
）

志
村
正
人
、
関
口
智
恵
子
、
新
井
清
香

金
小
跡
恵
美
…
…
（
壬
生
中
）

寺
内
夏
子
、
田
漫
誠
史
、
静
　
信
次
郎

（
南
犬
飼
中
）
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「生涯スポーツ」の推進役

　　壬生町体育指導委員19名

　　「町民１人１スポーツ」を目指して、体育・スポー

ツの普及、発展に活躍していただく壬生町体育指導委

員（町教育委員会委嘱）のみなさんの活動が、いよい

よ本番を迎えました。

　今年度は、本町で開催される県レクリエーション地

方大会に向けて、主に軽スポーツの自己研修や町民各

層への普及活動に力を入れていただいています。また、

委員の自主的活動組織である体育指導委員会が、今年

度より研修部、指導部、広報部、女性部の４部会制を

とり、さらに活発な活動が行われています。

　地域でスポーツ活動を行う時には、ぜひご相談くだ

さい。

○連絡先

　壬生町教育委員会社会体育課（�８２－２３４５）

　　　体育指導委員

朧朧朧 順膳順順漸 順順万言順
鈴木　正浩 バレーボール 安塚1087

柳沢　健一 バドミントン 至宝二丁目8-7

玉田　　隆 硬式テニス 中央町1ト16

]中島よい……義家 サ　ツ　カ　ー 壬生丁281-312
才藤井………y一正

卓　　　　　球 本丸二丁目14-26

柴崎　享子 バレーボール 若草町3-9

小林　悦子 ス　　キ　　ー 壬生甲3803-36

沖　　春雄 レクＵエーション 緑昭二丁目18-3

落合章男 剣　　　　　　道 羽生田1573
……,|石崎………回]典子

卓　　　　　球 壬生丁112-1

1

万石i川j
jj

……

ﾚ､う万……………茂､
､

､
j゛

テ　　ニ　　ス 壬生丁135-7

神長雪男 バスケット 上稲葉1808

斎田　晃男 テ　　ニ　　ス 壬生甲3808-30

高橋良子 ス　　キ　　ー 安塚2090-4

顛葉一男 陸　　　　　上 壬生乙2946-2
ｽ
……

,J

梁川

…

……

,………

……恵子

1ﾔ

バレーボール 助谷947

ｿﾞ鴻鵠万)jj]1ﾂ回班苦…………j

エアロビクス いずみ6-2

ぐ……篠原自記莞ﾐ
バドミントン 七ツ石551

玉田　俊二 レクＵエーション 至宝一丁目4-4

　
第
４
０
回
衆
議
院
議
員
総

選
挙
は
７
月
1
8
目
に
行
わ

れ
、
1
9
投
票
所
で
一
斉
に

午
前
７
時
か
ら
投
票
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
即
日
開
票

の
結
果
、
投
票
者
数
１
８
、

９
８
５
人
で
投
票
率
は
６
５

・
０
５
％
で
し
た
。

　
な
お
、
衆
議
院
議
員
総

選
挙
と
同
時
に
最
高
裁
判

所
裁
判
官
の
国
民
審
査
も

行
わ
れ
ま
し
た
。

当日有権者数 14,228人 14,958人 29,186人

総
選挙

投票者総数 9,437人 9,548人 18,985人

投　票　率 66.33％ 63.83％ 65.05％

国民

審査

投票者総数 9,243人 9,408人 18,651人

投　票　率 64.96％ 62.90％ 63.90％

候
補
者
の
得
票
数

や
ま
お
か
賢
次
（
自
民
）
４
０
３
‐
ｑ
ｌ

植
竹
し
げ
お
（
自
民
）
２
１
５
２

神
田
　
厚
（
民
社
）
Ｎ
Ｃ
Ｌ
Ｑ
Ｑ

む
と
う
山
治
（
社
会
１
ρ
り
り
Ｊ
ｒ
ａ

茂
木
と
し
み
つ
　
（
日
新
）
２
２
３
６

し
ん
ど
う
初
洋
（
新
生
）
１
［
Ｄ
８
ｑ
″

ふ
じ
か
け
久
雄
（
共
産
）
　
４
ハ
り
８

青
山
二
三
（
公
明
）
９
乙
（
６
２
４

ふ
じ
お
正
行
（
自
民
）
１
１
９
心
ｒ
Ｄ

投
票
総
数
　
１
８
、
９
８
５
票

有
効
投
票
　
１
８
、
７
２
７
票

無
効
投
票
　
　
　
　
２
５
８
票

平成５年度宝≪･゛･゛iじ1勁･成:事業による

　　コミュニティ活動用備品を設置

　このたび、睦および安塚地区コミュニティ推進協議会

にコミュヽﾆ~ティ活動用のテント、カラオケセット、カメ

ラなどが備え付けられました。

　これらは、平成５年度宝くじの助成を受けて設置され

たものです。

宝
く
じ
助
成
事
業

　
　
　
　
　
　
の
備
品
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シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は
あ
な
た
の
命
綱

‖

　
最
近
の
交
通
事
故
発
生
状
況
は
、
全
国
で
負
傷
者
が
年
間
８
０
万
人
を
超
え
、

死
者
数
は
４
年
連
続
し
て
１
万
１
千
人
を
突
破
す
る
と
い
う
、
極
め
て
憂
慮
す

べ
き
状
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
特
に
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
率
が
低
下
し
、
そ
れ
に
伴
い
、
自
動
車
乗
車

中
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
非
着
用
の
死
者
数
が
若
者
を
中
心
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
県
下
で
も
「
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
推
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
強

力
に
推
進
し
、
自
動
車
乗
車
中
の
死
亡
事
故
の
減
少
に
努
め
て
い
ま
す
。

１
、
事
故
発
生
時
の
乗
員
の
保
護
効
果

　
〈
衝
突
時
の
衝
撃
へ
の
保
護
効
果
〉

　
衝
突
事
故
が
起
き
た
場
合
、
そ
の
乗
員
に
働
く
衝
撃
は

極
め
て
大
き
く
、
例
え
ば
体
重
６
０
㎏
の
ド
ラ
イ
バ
ー
が
時

速
２
０
㎞
の
速
度
で
車
を
運
転
し
、
固
定
壁
に
ぶ
っ
か
っ
た

場
合
、
体
重
の
６
倍
以
上
の
物
が
ぶ
っ
か
っ
た
と
同
じ
力

100

ら

Km

心

８０

心Km
W

６０

らKm
W

４０

ハKm
W

40

八ｍ
Ｗ

２５

八ｍ
心

約
１４

八思

紹
６

心言

が
働
き
ま
す
。

　
一
方
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
な
し
で
自
力
で
耐
え
ら

れ
る
衝
撃
は
、
体
重
の
２
～
３
倍
の
力
が
限
界
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
を
、
車
の
速
度
に
換
算
す
る
と
時
速
７

』
で
す
。

　
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は
、
衝
突
の
シ
ョ
。
ク
に
よ
り
乗
員
が

車
外
に
投
げ
出
さ
れ
る
の
を
防
ぐ
と
と
も
に
、
前
部
座
席

の
乗
員
が
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
や
フ
ロ
ン
ト
ガ
ラ
ス
に
衝
突

す
る
こ
と
を
防
止
し
ま
す
。

２
、
事
故
防
止
の
効
果

①
事
故
の
危
険
に
直
面
し
て
急
に
ハ
ン
ド
ル
を
切
っ
た
り

急
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
た
り
す
る
の
に
有
効
で
す
。

②
運
転
者
が
急
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
て
停
止
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
場
合
、
他
万
乗
員
が
座
席
か
ら
投
げ
出
さ
れ
る
こ

と
を
心
配
し
な
い
で
操
作
が
で
き
ま
す
。

。
｝

＝ ら = = ＝ = － 一 心 . ゝ . －

－
－
－
－
　
Ｌ

必ずしも着用しない必ず着用する

不明

0.2
総　　数

4,100人

　　　　｜　　　　｜

-’　｜

0.3

0.1

40～49歳

1,225人

0.3

50～59歳

　752人

60歳以上

　544人

80　　90　　100（％）

（総理府）

20　　30　　40　　50　　60　　70
10

０

平成４年５月調査　「交通安全に関する世論調査」

　
　
一
般
道
路
で
の
シ
ー
ト
ペ
ル
ト
着
用
状
況

　
総
理
府
が
平
成
４
年
５
月
に
行
っ
た
「
交
通
安
全
・
に
関
す
る
世
論
調
査
」

の
中
で
ド
ふ
だ
ん
自
動
車
を
運
転
す
る
者
（
犬
１
０
０
人
）
に
、
。
般
道
路

で
自
動
巾
を
運
転
す
る
際
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
す
る
か
聞
い
た
と
こ
ろ
、

６
５
・
５
％
の
人
が
「
必
ず
着
用
す
る
」
と
答
え
、
必
ず
し
も
着
用
し
な
い
と

答
え
た
人
は
訓
・
３
％
（
「
だ
い
た
い
舎
‥
用
す
る
」
2
0
・
Ｏ
％
、
「
あ
ま
り

着
用
し
な
い
」
１
０
・
６
％
、
「
ほ
と
ん
ど
（
全
く
）
着
用
し
な
い
」
３
・
７

％
）
で
、
若
年
齢
層
ほ
ど
非
着
用
の
割
介
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

0.2

65.5 34.3

゛..　　52.4　－.　回．　ｓ゛ 47.3

゛゛｀　‥‥‥‥　　62.3、レ　①．２ 37.5

64.6 35.3

7 2 7

　 1 　 　 ♂ % 27.0

゛］宍　j］］ｻﾞ|搾生　|、］ｻﾞ

l　

l千　　

ﾄﾞ

宍
22ユ

ｌ　　　ｌ　　　ｌ　　　ｊ　　　ｌ　　　ｌ　　　ｌ　　　ｌ　　　ｌ

20～29歳

　605人

30～39歳

　974人
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③
車
両
火
災
や
水
中
へ
の
転
落
の
場
合
で
も
、
運
転
者
や

乗
客
が
座
席
か
ら
投
げ
出
さ
れ
、
車
の
内
部
に
激
突
し
て

気
を
失
っ
た
り
負
傷
し
た
り
す
る
の
を
防
ぎ
ま
す
。

　
そ
の
結
果
、
車
か
ら
脱
出
し
て
助
か
る
確
串
が
高
く
な

り
ま
す
。

④
そ
の
他
、
正
し
い
運
転
姿
勢
が
保
た
れ
る
た
め
、
疲
労

が
軽
減
さ
れ
、
動
体
視
力
も
良
く
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
乳
幼
児
用
補
助
乗
車
装
置
）

　
子
ど
も
に
は
、
大
入
用
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は
合
い
ま
せ

ん
。
３
点
式
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
背
の
低
い
子
ど
も
が
使
う

と
、
肩
ベ
ル
ト
が
頭
に
当
た
っ
た
り
し
て
、
か
え
っ
て
危

険
で
す
。

シートベルトを正しく着用するポイント

首にかからないよう

鯛の中心部に、、ぶ

シートバック

をイ到さずこ

シートに

深く

服掛ける

ｵ⊇じれて

いないが
ゆるんで

いなレガ

骨盤を撒

くように

　
ま
た
、
背
の
低
い
子
ど
も
を
ベ
ル
ト
で
座
席
に
固
定
し

て
し
ま
う
と
、
外
が
見
え
な
い
の
で
、
車
酔
い
し
た
り
、

む
ず
か
っ
た
り
し
ま
す
。

　
子
ど
も
に
は
、
成
長
に
あ
わ
せ
た
乳
幼
児
用
補
助
乗
車

装
置
（
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
上
を
使
い
ま
し
ょ
う
。

　
購
入
の
ポ
イ
ン
ト

①
し
っ
か
り
し
た
造
り
で
危
険
な
突
起
物
が
な
い
か
。

②
シ
ー
ト
に
き
ち
ん
と
固
定
で
き
る
か
。
『

③
ベ
ル
ト
が
四
ッ
ク
式
で
窮
屈
で
な
い
も
の
。

尹
ベ
ル
ト
が
子
ど
も
の
体
に
あ
た
る
部
分
に
食
い
込
ま
な

　
い
も
の
。

⑤
日
本
工
業
規
格
（
Ｊ
Ｉ
Ｓ
）
、
運
輸
省
型
認
定
の
商
品
。

⑥
子
ど
も
の
大
き
さ
に
合
わ
せ
、
乳
幼
児
用
ペ
ッ
ト
、
幼

　
児
川
シ
ー
ト
、
学
童
用
シ
ー
ト
を
使
い
分
け
る
。

(二点式の場合は、シー-Ｈこ深く腰掛けて、ベルトが骨盤を巻くようにしまＬょっ。Ｊ

正しい締め方

①塵ベルトは塵にかからないように

　●シートに深く腰掛ける。

　●腰ベルトは骨盤を巻くようにし、こぶしが入らない程度（手の平

　　が入るくらいならよい）に締める。

（S肩ベルトは屑から外れず、また首にあたらず、屑の中央付近に

　くるように締める

　●屑ベルトは、胸の部分にこぷしか･入る程度のゆるみがあってよい、

③ベルトはねじれないように

　●ねヒれていると部分的に圧力が高まる。

　●ねヒれを直して、衝撃力をベルトの全面で受け止めるようにする。

④バックルば1カチッ､､と音をさせて

　●バックルばカチッ。と音がするまで確実に締める。

シートベルト着用の有無別
自動車乗車中死者数の推移

(人)

不明

非着用

着用

　　　5,000

　　　4,500

　　　4,000

　　　3,500

死

　　　3,000

W　

2,500

1　2,000

　　　1,500

　　　1,000

　　　　500

　　　　　0

４年
３２平成元63　　　　　昭和61　　　62

注　警察庁資料による。

秋
の
交
通
安
全
全
県
民
総
ぐ
る
み
運
動

思

い

９
月
2
1
～
3
0
日

つ
１
‐
・

ナ
ー

　
四
Ｈ
一
一

①
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

②
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
の
徹
底

③
違
法
駐
車
の
追
放

④
夜
間
の
交
通
事
故
防
止
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脂　食事と健康齢
?i　＿　　ニコ

　
量
と
質
を
考
え
て

　
脂
肪
は
、
動
物
性
と
植
物
性
と
に

大
別
さ
れ
ま
す
。
動
物
性
脂
肪
は
飽

和
脂
肪
酸
を
多
く
含
み
、
悪
玉
コ
レ

ス
テ
四
Ｉ
ル
を
増
や
し
て
、
動
脈
硬

化
を
引
き
起
こ
す
原
因
に
な
り
ま
す
。

逆
に
、
植
物
性
脂
肪
酸
は
不
飽
和
脂
肪

酸
を
多
く
含
み
、
悪
玉
コ
レ
ス
テ
ロ

ー
ル
を
減
ら
し
ま
す
。
し
か
し
、
多

く
と
り
過
ぎ
る
と
善
玉
コ
レ
ス
テ
ロ

ー
ル
ま
で
減
ら
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　
こ
の
飽
和
脂
肪
酸
（
動
物
性
）
と

不
飽
和
脂
肪
酸
（
植
物
性
）
の
摂
取

割
合
は
、
１
対
２
に
す
る
こ
と
が
望

ま
し
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
動
物
性
で
も
魚
介
類

の
脂
肪
は
、
実
は
植
物
性
脂
肪
の
仲

間
に
入
り
ま
す
。
魚
の
油
に
は
、
エ

イ
コ
サ
ペ
ン
タ
エ
ン
酸
や
ド
コ
サ
ヘ

キ
サ
エ
ン
酸
と
い
う
良
質
な
脂
肪
酸

が
含
ま
れ
て
い
て
、
高
脂
血
症
や
脳

血
栓
の
予
防
に
も
関
与
し
て
い
ま
す
。

　
肉
食
に
偏
り
が
ち
な
人
も
、
も
っ

と
魚
を
積
極
的
に
と
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
た
だ
し
、
植
物
や
魚
に
含

ま
れ
る
不
飽
和
脂
肪
酸
は
、
酸
化
し

や
す
く
、
有
害
物
質
に
変
化
し
や
す

い
性
質
が
あ
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、

料
理
に
は
な
る
べ
く
新
鮮
な
も
の
を

使
う
よ
う
に
注
意
し
た
い
も
の
で
す
。

-

　
て
ん
回
言
言
の

の
薬
味
と
し
て
、
欠
か

せ
な
い
の
が
釘
葉
お
ろ

し
で
す
。
大
根
の
風
味

と
唐
辛
子
の
辛
味
の
調

和
が
と
れ
、
見
た
目
に

も
き
れ
い
で
す
。
他
方

ば
れ
て
い
ま
す
。

　
唐
辛
子
が
万
遍
な
く
混
じ

り
合
っ
た
紅
葉
お
ろ
し
を
悍

る
の
は
、
簡
単
の
よ
う
で
意

外
と
む
ず
か
し
い
も
の
。
「
太

根
を
あ
る
し
て
、
そ
れ
に
市

販
の
一
味
唐
辛
子
を
混
ぜ
れ

ば
簡
単
に
作
れ
る
」
と
い
づ

方
も
い
る
で
し
ょ
う
ダ
こ

れ
で
は
紅
葉
お
ろ
し
独
特
の

辛
味
が
で
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
、
上
手
に
お
る
可

方
法
を
一
つ
。
大
根
に
ハ
シ

の
先
を
使
っ
て
穴
を
開
け
、

種
を
取
っ
た
赤
唐
辛
子
（
タ
カ
ノ
ツ

メ
）
を
差
し
込
み
、
一
緒
に
オ
ロ
シ

ガ
ネ
で
擦
り
お
ろ
す
の
で
ず
。
こ
う

す
る
と
、
唐
辛
子
が
万
遍
な
く
混
じ

り
合
っ
た
紅
葉
お
ろ
し
が
で
き
ま
す
。

　
紅
葉
お
ろ
し
を
作
る
の
に
む
ず
か

し
い
点
は
、
擦
っ
て
い
る
途
中
で
差

し
込
ん
だ
唐
辛
子
が
抜
け
落
ち
た
り
、

ち
ぎ
れ
た
り
し
て
失
敗
す
る
こ
と
。

上
手
に
お
ろ
す
コ
ツ
は
、
大
根
を
傾

　
　
　
　
　
）

け
な
い
で
真
つ
す
ぐ
に
立
て
、
ゆ
つ

く
り
お
ろ
す
こ
と
で
す
。
乾
い
て
い

る
唐
辛
子
を
使
う
と
、
途
中
で
ち
ぎ

れ
や
す
い
も
の
で
す
。
ぬ
る
庶
濃
口

五
分
ほ
ど
浸
し
て
か
ら
、
大
根
の
穴

に
差
し
込
ん
で
お
ろ
す
と
、
比
較
的

上
手
に
で
き
ま
す
。

　
も
う
一
つ
の
方
法
は
、
包
丁
で
切

　
　
　
れ
目
を
入
れ
た
大
根
見
料

唐辛子を大根に差し込む

切
り
に
し
、
さ
ら
に
縦
に
こ

つ
切
り
に
た
大
根
の
闘
に
、

唐
辛
子
を
入
れ
る
方
法
で
す
。

そ
こ
に
、
水
で
戻
し
て
種
を

取
り
出
し
た
唐
辛
子
を
、
太

根
に
は
さ
み
ま
す
。

　
二
つ
に
切
っ
た
大
根
は
、

輪
ゴ
ム
で
縛
り
固
定
し
て
お

る
し
ま
す
。
こ
の
揚
言
大

根
を
手
で
強
く
握
っ
て
お
る

し
て
く
だ
さ
い
。
こ
う
す
れ

ば
、
唐
辛
子
が
大
根
か
う
抜

け
落
ち
る
の
を
防
ぐ
こ
と
が

で
き
ま
す
。
き
打
い
な
哲
果
お
ろ
し

を
但
る
た
め
の
、
ち
よ
つ
と
し
た
コ

ツ
で
す
。

地震被災地へ義援金

自治会連合会で募金集める

　
大
月
の
７
月
１
２
目
の
ぼ
夜
に
発
生

し
た
北
海
道
両
両
沖
地
震
は
、
奥
尻

義
援
金
を
手
渡
す
石
川
会
長
（
中
夫
）

と
鈴
木
副
会
長
（
右
）

　
　
　
　
　
　
　
　
）

町
を
中
心
に
広
範
囲
の
地
域
に
大
き

な
被
官
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　
自
治
全
通
合
全
（
石
川
昭
三
全
長
）

は
、
こ
の
災
害
に
際
し
、
い
ち
早
く

対
処
し
て
町
内
各
自
治
会
か
ら
募
金

を
暮
っ
た
と
こ
ろ
、
４
８
８
万
円
の

義
援
金
が
集
ま
り
ま
し
た
。
自
治
会

の
皆
様
の
ご
協
力
、
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ぎ
い
ま
し
た
。

　
こ
の
義
援
金
は
８
月
６
日
、
町
長

宗
に
お
い
て
石
川
会
長
か
ら
ド
野
新

聞
社
へ
手
渡
さ
れ
、
被
災
地
へ
届
け

ら
れ
ま
し
た
。
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おもちゃのまち駅東口に

自転車駐車場の建設始まる

　
お
も
ち
ゃ
の
ま
ち
駅
東
口
に
建
設

す
る
こ
と
に
な
っ
た
仮
称
「
お
も
ち

安
全
祈
願
祭

　
　
　
　
　
　
）

く
わ
入
れ
を
す
る
清
水
町
長

や
の
ま
ち
駅
自
転
車
駐
車
場
」
建
設

工
事
の
安
全
祈
願
祭
が
、
７
月
１
４
口

同
敷
地
内
で
施
工
業
者
と
地
元
・
町

関
係
者
が
出
席
し
て
行
な
わ
れ
ま
し

た
。

　
現
在
、
町
は
診
れ
る
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
一
環

と
し
て
お
も
ち
ゃ
の
ま
ち
駅
周
辺
の

整
備
に
着
手
。
今
ま
で
駅
東
口
四
Ｉ

タ
リ
ー
内
の
町
有
地
は
東
武
線
利
用

者
な
ど
の
自
転
車
置
き
場
と
な
っ
て

い
た
も
の
を
、
地
下
に
白
‥
転
車
駐
車

場
を
建
設
し
、
地
上
部
分
は
駅
前
広

場
と
し
て
整
備
を
進
め
る
も
の
で
す

　
駅
前
広
場
の
地
ド
自
転
車
駐
車
場

は
県
内
で
は
初
め
て
の
も
の
で
、
１

千
１
５
土
四
収
容
で
き
、
駅
地
ド
道

と
連
結
し
て
、
西
目
か
ら
も
自
転
車

馳
車
場
へ
行
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

工
期
は
来
年
の
３
月
末
ま
で
で
、
そ

の
後
、
駅
前
広
場
の
整
。
備
を
平
成
６

年
度
か
ら
進
め
る
私
宅
で
す
。

＝
‥
予
防
の
た
め
必
ず
住
民
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
＝

　　　■■■■■■■■■　　　■■㎜　　　■　　　■㎜

ご

Ｊ

●

に111堕劈

　。本における、最近の結核事情からお話ししましょう。圖

1977年までは10～目％の減少率で順調に減っていた

結核罹患率（新たに結核にかかる人の割合）が、ここ５年

間の年平均減少率は約３％と鈍っています。そのうえ、集

団感染が増えたことや在日外国人の結核問題などを含め、

日本の結核事情は新たな局面を迎えたといえるでしょ

う。結核はいまなお国内最大の感染症－一年に一度

は定期的に健康診断を行い、自分の体をチェック

　
　
　
　
８
月
1
7
日
～
1
0
月
４
日

遂
げ
た
結
核
事
情
－
－
－
と
は
い
え
、
年
間
約

者
数
は
、
ほ
か
の
感
染
症
患
者
数
を
大
き
く
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「
東
京
言
言
ハ
ー
ト
や
紀
州
博
多

の
展
示
会
で
か
ん
ぴ
ょ
う
む
き
の
実

演
を
し
た
」
と
い
う
武
が
さ
ん
は
、

作
物
の
主
力
に
か
ん
ぴ
ょ
う
を
つ
く

り
、
そ
の
合
間
に
、
か
ん
ぴ
ょ
う
の

仲
買
を
４
５
年
も
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

あ達者
ｶｯﾌj
ﾑ]ﾌﾟｹ

⑩藤井田向

　毛塚　武男さん(79)夫妻
　　　　カクさん(78)

域Ｓ
同

蓉
ス
ケ
ッ
チ
⑩

“ナオ先生”は憧れの的

　　中央町　山口直美さん

　「今、年長の子供たち26人に囲まれて、楽しい

毎日を送っています」という愛称“ナオ先生”こ

と直美さん。

　どの子とも１日１回は、会話を持つように心が

けていますという彼女。保母としての喜びを感じ

るときは、「子供たちに憧れの対象としてとらえら

れたときですね」と笑顔で答えてくれました。

稲葉小学校３年

鯉沼　直樹

稲葉小学校６年

　神長さゆり

脆
◎
⑩
凪
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町
長
室
を
訪
れ
た
高
田
さ
ん
（
左
）

主
に
国
分
寺
町
や
南
河
内
町
へ
行
っ

て
い
ま
し
た
が
、
２
、
３
年
前
に
や

め
た
そ
う
で
す
。

　
現
在
、
軽
い
仕
事
の
手
伝
い
を
し

て
お
り
、
雨
の
目
を
除
い
て
か
ん
ぴ

ょ
う
ら
手
入
れ
（
し
ん
切
り
、
花
合

わ
せ
）
の
毎
日
だ
そ
う
で
す
。

　
武
男
さ
ん
は
、
昭
和
１
５
年
か
ら
２
１

年
ま
で
戦
争
に
従
軍
。
中
国
を
経
て

イ
ン
パ
ー
ル
作
戦
に
参
加
し
ま
し
た

が
、
南
方
で
は
戦
死
す
る
よ
り
ほ
と

ん
ど
が
病
死
（
了
フ
リ
ア
）
だ
そ
う

で
す
。
帰
還
後
も
了
フ
リ
ア
の
後
遺

症
に
悩
ま
さ
れ
、
今
で
も
年
２
回
湯

治
に
出
か
け
て
い
ま
す
。

　
カ
ク
さ
ん
は
昭
和
1
4
年
に
結
婚
さ

れ
て
今
年
で
５
４
年
に
な
り
ま
す
が
、

夫
の
出
社
中
も
農
業
を
守
り
、
馬
を

使
っ
て
馬
車
を
引
い
た
り
何
で
も
や

っ
た
と
い
い
ま
す
。
今
は
家
で
食
べ

る
野
菜
も
の
の
手
入
れ
や
屋
敷
周
り

の
草
む
し
り
を
し
、
暇
が
あ
れ
ば
夫

と
２
入
で
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
に
出
か
け

て
い
る
そ
う
で
、
「
戦
争
の
と
き
は

苦
労
し
た
け
ど
、
家
の
人
も
良
く
し

て
く
れ
て
今
は
幸
せ
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

　
２
入
と
も
食
べ
物
の
好
き
嫌
い
が

な
く
お
元
気
で
、
年
２
回
の
老
入
会

の
旅
行
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

長
寿
社
会
主
張
七
言
で
発
表

　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
田
知
巳
さ
ん
（
仲
通
町
）

　
（
財
）
栃
木
県
高
齢
者
総
合
セ
ン
タ
　
　
員
の
内
山
正
之
さ
ん
と
鈴
木
秀
三
さ

ー
主
催
の
「
第
３
回
長
寿
社
会
に
向
　
　
ん
と
話
し
合
い
、
毎
月
、
定
期
的
に

け
て
の
主
張
Ｊ
ン
ク
ー
ル
」
が
７
月
　
　
老
人
の
身
近
な
問
題
に
つ
い
て
の
勉

８
日
、
栃
木
県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
　
　
強
会
を
行
う
よ
う
に
し
た
と
こ
ろ
、

で
開
か
れ
、
木
町
・
仲
通
町
の
高
田
　
　
多
く
の
会
員
が
参
加
す
る
よ
う
に
な

知
己
さ
ん
呉
一
歳
）
が
1
0
人
の
発
表
　
　
り
、
老
入
会
の
活
動
も
活
発
に
な
っ

者
の
鍛
高
齢
者
と
し
て
選
ば
れ
、
主
　
　
て
き
ま
し
た
。

張
発
表
を
し
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
苦
労
話
を
「
集
ま
っ
て
お
話

　
高
田
さ
ん
は
、
昨
年
、
仲
通
町
長
　
　
し
し
ま
し
ょ
う
」
と
題
し
て
文
章
に

寿
会
の
会
長
と
な
っ
て
か
ら
、
同
老
　
　
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

入
会
を
活
発
な
も
の
に
し
よ
う
と
会

チピッ子アjl,パム
　
が
似
ち
ゃ
ん
（
９
か
月
・
長
男
）

　
忖
券
ち
ゃ
ん
（
６
歳
・
長
女
）

あ
岳
さ
ん
か
Ｓ
の
一
言

（
父
）
石
塚
　
　
正
さ
ん

（
母
）
　
″
　
澄
子
さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
神
通
町
）

元
気
で
や
さ
し
い
子
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

陸
　
ち
ゃ
ん
（
３
歳
・
長
男
・
右
）

友
理
香
ち
ゃ
ん
（
５
歳
・
長
女
）

書
冊
さ
ん
か
Ｓ
の
一
言

　
の
び
の
び
と
育
っ
て
ほ
し
い

（
父
）
小
林
　
喜
久
男
さ
ん

（
母
）
　
″
　
洋
　
子
さ
ん

　
　
　
　
　
（
六
美
町
北
部
）
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坂
祭
で
新
御
輿
を
披
露
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表
町
４
か
所
（
下
表
町
、
中
表
町
、
下
横
町
、

上
表
町
）
の
守
護
す
る
ハ
坂
神
社
御
輿

　
表
町
ハ
坂
神
社
（
愛
宕
神
社
の
東

側
公
園
内
）
御
輿
の
建
造
由
来
に
つ

い
て
は
、
催
た
る
記
録
が
見
当
た
ら

ず
、
し
た
が
っ
て
そ
の
真
為
の
程
も

‐
’
4
　
’
｛

皿
　
詳
ら
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
同
地

ＩＩ
‐－

新
御
輿
を
披
露

ま
れ
、
伝
承
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
誠
に
由
緒
深
き
御

輿
で
あ
り
ま
し
た
が
、
永
年
の
祭
事

対
応
の
た
め
に
老
杯
化
か
甚
だ
し
く
、

こ
こ
数
年
、
例
祭
時
の
渡
御
に
危
険

を
感
ず
る
状
態
と
な
っ
た
た
め
、
地

区
住
民
の
間
か
ら
新
調
の
気
運
が
持

ち
巨
が
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、

昨
年
、
祭
終
了
後
の
役
員
会
に
お
い

て
慎
重
審
議
の
結
果
、
御
輿
を
新
調

す
る
こ
と
に
決
定
し
た
も
の
で
す
。

　
そ
の
後
、
４
か
町
の
自
治
会
長
か

ら
な
る
御
輿
建
造
実
行
委
員
会
を
組

織
し
、
地
区
住
民
一
丸
と
な
っ
て
取

り
組
ん
だ
結
果
、
念
願
の
御
輿
が
完

成
し
、
７
月
２
目
、
受
納
式
を
行
い

ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
例
祭
の
７
月
1
0
口
八

日
の
両
日
、
自
治
会
員
総
出
に
よ
る

渡
御
を
実
施
し
、
地
区
全
域
を
く
ま

な
く
練
り
歩
き
大
歓
迎
を
受
け
ま
し

た
。
こ
れ
で
、
壬
生
町
の
伝
統
的
な

二
大
御
輿
に
よ
る
ハ
坂
祭
は
、
以
前

に
も
増
し
て
活
気
を
取
り
戻
し
、
益

々
の
賑
わ
い
を
見
せ
て
く
れ
る
も
の

と
思
い
ま
す
。

裏
町
御
輿
実
行
委
員
会

合
　
長
　
早
乙
女
　
　
実
（
中
表
町
）

食
中
毒
を
予
防
し
よ
う

壬
生
町
食
品
衛
生
協
会
で
講
習
会

　
食
品
衛
生
講
習
会
が
７
月
１
４
日
、

壬
生
中
央
公
民
館
で
開
か
れ
、
壬
生

町
食
品
衛
生
協
会
（
橋
本
茂
全
長
）

の
会
員
約
３
５
０
人
が
出
席
し
て
食

中
毒
予
防
の
勉
強
を
し
ま
し
た
。

　
席
上
、
平
成
５
年
の
優
良
施
設

⊇
ブ
銀
嶺
」
　
（
幸
町
三
丁
目
）
、

「
昧
楽
苑
」
　
（
緑
町
二
丁
目
）
の
２

　
　
　
　
　
　
　
）

店
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
講
習
会
に
は
、
栃
木
保
健
所
課
長

渡
辺
正
信
先
生
の
「
食
中
毒
予
防
」

に
つ
い
て
と
、
栃
木
県
食
品
衛
生
協

会
の
鈴
木
先
生
に
よ
る
「
最
近
の
食

品
衛
生
事
故
防
止
」
に
つ
い
て
の
お

話
し
が
あ
り
、
参
加
者
の
み
な
さ
ん

は
熱
心
に
聞
い
て
い
ま
し
た
。

黒
川
提
防
の
清
掃
を
行
う

羽
生
田
西
部
親
睦
会

　
羽
生
田
西
部
親
睦
会
（
杉
山
文
雄

会
長
）
で
は
、
プ
ー
ル
開
き
を
間
近

か
に
ひ
か
え
た
、
７
月
４
日
、
ふ
れ

あ
い
プ
ー
ル
付
近
の
黒
川
堤
防
の
清

掃
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
５
年
前
か
ら
同
親
睦
会

の
年
間
行
事
と
し
て
、
毎
年
プ
ー
ル

が
利
用
さ
れ
る
７
・
８
・
９
月
に
月

１
回
、
河
川
愛
護
と
環
境
美
化
の
た

め
実
施
し
て
い
る
も
の
で
、
こ
の
目

は
、
会
員
が
草
刈
り
機
な
ど
で
堤
防

約
１
�
に
渡
り
草
刈
り
や
ゴ
ミ
収
集

な
ど
を
行
い
、
さ
わ
や
か
な
汗
を
流

し
ま
し
た
。

ヽ -

問圖冒朧朧　；
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9

ご
寄
付
（
社
会
福
祉
協
議
合

金
５
千
円
（
６
回
）

　
　
　
社
交
ダ
ン
ス
を
楽
し
む
今
様

金
７
千
４
５
９
円
（
２
５
回
）

　
　
　
　
　
　
　
　
渡
辺
　
寅
八
様

金
１
万
４
５
７
円
（
５
回

　
　
　
　
　
　
　
中
島
あ
や
め
同
様

金
３
千
円
　
　
　
　
　
　
Ｍ
・
Ｓ
様

金
３
千
円
（
４
凹

　
　
　
　
　
日
光
彫
研
修
者
一
同
様

金
３
万
１
千
４
０
５
円
（
９
回
）

　
　
　
　
ト
ミ
ー
労
組
栃
木
支
部
様

金
５
千
円
　
　
　
　
中
岡
　
好
治
様

金
３
千
円
　
　
　
　
高
橋
　
田
鶴
様
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日
光
山
全
国
書
画
コ
ン
ク
ー
ル

一

山
川
直
久
君
が
知
事
賞

　
2
1
世
紀
を
背
負
う
青
少
年
の
人
間

形
成
、
情
緒
の
育
成
を
図
る
と
と
も

に
、
応
募
作
品
を
目
光
山
輪
王
寺
に

奉
納
し
、
出
品
者
の
学
業
成
就
、
技

術
向
上
の
祈
願
法
要
と
作
品
を
文
化

遺
産
と
し
て
後
世
に
伝
え
よ
う
と
、

目
光
山
貴
幽
振
興
仝
主
催
で
行
わ
れ

た
第
６
回
目
光
山
全
国
書
画
コ
ン
ク

ー
ル
（
応
募
総
数
１
万
９
千
８
６
８

点
）
で
壬
生
中
２
年
の
山
川
直
久
君

が
栃
木
県
知
事
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
、
木
町
か
ら
次
の
方
々

　
（
特
別
賞
３
点
、
優
秀
賞
５
点
）
が

入
賞
し
ま
し
た
。

栃
木
県
知
事
賞

　
　
山
川
　
直
久
（
モ
集
中
２
年
）

栃
木
県
議
会
議
長
賞

　
　
海
老
沼
悠
輔
（
藤
井
小
５
年
）

講
談
社
賞

　
　
尾
花
　
由
香
（
石
集
小
４
年
）

日
光
山
書
画
振
興
会
賞

　
　
玉
田
　
一
哉
（
６
歳
、
城
南
）

優
　
秀
　
賞

　
　
玉
田
　
知
匪
（
壬
生
小
３
年
）

　
　
千
葉
　
隼
兵
（
６
歳
、
至
宝
北
）

　
　
山
川
　
元
樹
〒
生
来
小
５
年
）

玉
田

松
崎

知
事
賞
に
な
っ
た
山
川
喜
久
君
の
作
品

晴
美
（
壬
生
東
小
５
年
）

　
蘭
（
壬
生
小
３
年
）

山川直人君

⑤亘
文
化
協
会
文
芸
部
選

　
　
　
短
　
歌

こ
ん
な
に
も
生
っ
て
い
た
の
か
色
付

き
し
吏
茫
小
粒
に
て
夕
日
に
映
ゆ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
秋
山
　
セ
ン

ボ
タ
ン
か
け
に
違
和
感
あ
る
も
し
か

た
な
し
夏
の
パ
ジ
ャ
マ
は
死
き
九
の

も
の
　
　
　
　
　
　
　
茂
木
　
富
美

歩
か
ね
ば
駄
目
よ
と
孫
に
連
れ
出
さ

れ
し
野
は
そ
よ
風
に
郭
公
の
声

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
キ
ミ

政
治
改
革
を
叫
ぶ
候
補
者
、
改
革
を

す
べ
き
は
政
治
家
自
身
な
ら
ず
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
茂
弥

　
　
　
俳
　
句

梅
ｍ
晴
れ
や
ダ
ン
プ
積
荷
の
水
垂
ら

す
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
文
二

老
犬
の
片
蔭
を
出
る
気
力
な
し

　
　
　
　
　
　
　
　
伊
沢
　
克
明

　
　
　
　
　
あ
ひ
る
Ｐ
っ

夕
立
や
家
鴨
悠

。
々
水
あ
が
る

　
　
　
高
橋
　
田
鶴

夕
立
や
あ
た
ふ
た
迷
う
子
連
れ
猫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
深
津
　
ハ
ナ
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健
康
な
あ
な
た
に
今

で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

　
骨
賄
バ
ン
ク
は
、
健
康
な
人
の
白

趾
球
の
型
（
Ｈ
Ｌ
Ａ
型
）
を
登
録
し

て
お
き
、
同
じ
型
の
患
者
さ
ん
に
骨

髄
液
を
提
供
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

血
液
の
難
病
（
白
血
病
再
生
小
良
性

貧
血
、
先
天
性
免
疫
不
全
症
な
ど
）

の
治
療
に
は
、
健
康
な
人
の
骨
髄
液

を
静
脈
に
注
射
す
る
方
法
（
骨
髄
移

植
）
が
最
も
有
効
と
さ
れ
、
毎
年
。

５
千
人
が
款
わ
れ
て
い
ま
す
。

Ｉ

Ｃ

‐

－

－

第９回
　｢みぶ文化教室｣へのお誘い
“心の豊かさを求めでをテーマに、第９回「みぷｌ

文化教室」を開催します。

　ご家族、ご近所お誘い合わせの上、ご聴講くださる

ようご案内申しＥげます。

��冒�|冒●　午後２時～３時30分
　
移
植
さ
れ
た
骨
瓶
が
う
ま
く
機
能

す
る
た
め
に
は
、
骨
髄
液
の
Ｈ
Ｌ
Ａ

型
が
合
わ
な
け
れ
ば
移
植
で
き
ま
せ

ん
。
Ｈ
Ｌ
Ａ
型
は
複
雑
で
種
類
が
多

く
、
合
う
人
を
見
つ
け
る
の
は
大
変

難
し
く
て
、
他
人
の
場
合
は
１
万
人

に
１
人
の
割
合
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
予
め
健
康
な
人
の
Ｈ
Ｌ

Ａ
型
を
登
録
し
、
必
要
な
患
者
が
現

れ
た
時
に
提
供
で
き
る
よ
う
に
し
て

お
く
制
度
が
、
骨
髄
バ
ン
ク
で
す
。

　
日
本
で
は
、
吽
年
末
に
骨
興
ハ
ン

ク
事
業
が
は
じ
ま
り
、
骨
髄
の
提
供

私の取材ノートから

　｢出逢い、ふれあい、感動｣

　　　　　　作家　嘔岩　弓抜穴ﾌﾞ|
W

者
を
捺
染
し
て
い
ま
す
。

Ｏ
登
録
の
手
続
き

　
骨
髄
移
植
拙
速
財
団
発
行
の
ハ
ガ

キ
で
申
し
込
み
、
指
定
さ
れ
た
日
に

宇
都
宮
市
の
栃
木
県
血
液
セ
ン
タ
ー

ド
忖
き
、
登
録
の
た
め
約
２
０
に
の
採

血
を
し
ま
す
。

○
問
合
せ
先

○
骨
髄
移
植
推
進
財
団
法
人
（
四
東

　
一
示
０
３
１
－
３
３
５
５
－
５
０
４
１
）

　
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
(
1
1
０
１
９
１
０

　
３
７
７
４
６
５
）

○
栃
木
県
医
務
課
（
四
〇
２
８
６
－

　
２
３
１
・
３
０
８
８
）

○
役
場
保
健
課
（
�
�
１
９
乙
ら
ー
４
）

�II皿|冒●　午後２時～３時30分

　　…………）1,.’IJ･h･1･う･1万･，　　他邦　良の人生エッセイ

　り　　

「私のこころに秘めた人」

　゛4

ぐく万万Jl　　　　

俳優　放却　良　先生
　東

城ﾚj

○会　場　ｒ生町中央公民館大ホール

Ｏ聴講料　無料（聴講券が必要です）

聴講券は壬生町役場住民課、稲葉・南犬飼出張所､ｌ

壬生中央公民館にあります。　　　　　　　　　　ｉ

０８）１(�８２－Ｏ○問合せ先　壬生中央公民館
一一

一 一 一 一 -

国
民
年
金
保
険
料
‥
は

　
　
　
納
め
ま
し
た
か
？

期
限
ま
で
に
忘
れ
ず

キ
チ
ン
と
納
め
ま
し
ょ
う

　
農
業
や
白
営
業
者
な
ど
の
第
１
号

被
保
険
者
の
み
な
さ
ん
、
国
民
年
金

保
険
料
は
納
め
て
い
ま
す
か
。
第
１

号
被
保
険
者
の
方
は
、
６
０
歳
に
な
る

ま
で
保
険
料
を
納
め
な
く
て
は
な
り

ま
せ
ん
。

　
　
「
納
め
る
の
が
め
ん
ど
う
・
大
変
」

と
い
う
こ
と
で
、
納
め
な
い
で
い
る

と
滞
納
期
間
が
増
え
て
し
ま
い
、
ま

と
め
て
納
め
る
の
が
大
変
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
「
あ
の
時
に
納
め
て
い

れ
ば
」
と
思
っ
た
と
き
に
は
時
効
が

あ
り
、
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

万
が
一
の
と
き
な
ど
の
障
害
基
礎
年

金
や
遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な

く
な
る
ほ
か
、
将
来
、
老
齢
基
礎
年

金
を
受
け
る
期
間
が
足
り
な
く
受
け

ら
れ
な
か
っ
た
り
、
年
金
額
が
少
な

か
っ
た
り
し
ま
す
。

　
　
「
納
め
る
の
が
め
ん
ど
う
」
と
い

う
方
に
は
、
納
め
忘
れ
が
な
い
よ
う

納
税
組
合
な
ど
の
民
間
地
区
組
織
や
、

頂
金
目
座
か
ら
引
き
落
と
す
口
座
振

替
え
を
お
勧
め
し
ま
す
。
く
わ
し
く

　
　
　
　
　
）

は
、
住
民
課
国
民
年
金
係
に
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。

水1

一
●
国
民
健
康
保
険
税
（
３
期
）

●
国
民
年
金

●
納
期
限

　
（
６
期
）

９
月
3
0
日

納
期
限
間
際
に
は
、
納
付
窓
口

が
大
変
込
み
合
い
ま
す
。

早
め
に
納
付
し
ま
し
ょ
う
。

）内は前月比
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